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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月28日(2017.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　凍結工程、及び固－液分離工程を有する水性ポリマー分散液のための連続的、又は半連
続的な凍結凝集法において、該凍結凝集法は、以下のさらなる工程：
・前記凍結工程と、前記固－液分離工程との間に、水及び／又は水蒸気を添加する工程
を有し、
ここで前記固－液分離工程は、式：

【数１】

による分離係数Ｐによって特定され、上記式中、ｍH2O,mechは、機械的に分離された水の
量、すなわち分離された水相の量を示し、ｍH2O,totは、水の合計としての水量全体、す
なわち当初使用された水性ポリマー分散液と、添加された水及び／又は水蒸気からの水相
を表し、ここでＰは０．５５以上、好適には０．８以上、好ましくは０．９３以上、さら
に好ましくは０．９５以上であることを特徴とする、前記凍結凝集法。
【請求項２】
　前記凍結工程は、凍結速度Ｇ：
【数２】

で行われ、ここでｈEisは、時間ｔEinfrier内に形成される氷の層の厚さであり、ここで
Ｇは、１～１００ｃｍ／ｈの範囲、好適には２～７０ｃｍ／ｈの範囲、好ましくは４～６
５ｃｍ／ｈの範囲、特に好ましくは５～６０ｃｍ／ｈの範囲、極めて特に好ましくは６～
５５ｃｍ／ｈの範囲、特に好ましくは７～３５ｃｍ／ｈの範囲、さらに特に好ましくは８
～２５ｃｍ／ｈの範囲、とりわけ好ましくは９～１５ｃｍ／ｈの範囲にあることを特徴と
する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記凍結工程を、冷却された回転ローラで、好適にはローラ式製氷機で行い、ここで前
記ローラを好適には、凍結させる水性ポリマー分散液に浸漬することを特徴とする、請求
項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記水性ポリマー分散液は、前記凍結工程後に、それぞれ前記水性ポリマー分散液の質
量全体に対して９０質量％、好ましくは９５質量％、特に好ましくは１００質量％が凍結
していることを特徴とする、請求項１から３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記水性ポリマー分散液は、（メタ）アクリレートベース、好適にはＰＭＭＡベースの
水性ポリマー分散液であり、ここで前記水性ポリマー分散液は好適には、１種以上の耐衝
撃性改良剤、好ましくは二相若しくは三相の耐衝撃性改良剤を含有することを特徴とする
、請求項１から４までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記水性ポリマー分散液は、水及び／又は水蒸気を添加した後、質量に対する固体割合
が、水及び／又は水蒸気を添加する前の水性ポリマー分散液の質量に対する固体割合の９
９．５～１０％の範囲、好適には７５～２５％の範囲、好ましくは７０～３０％の範囲、
極めて好ましくは６５～３５％の範囲にあることを特徴とする、請求項１から５までのい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記方法が、融解工程、及び任意で焼結工程を有することを特徴とする、請求項１から
６までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記方法が焼結工程を有し、ここで該焼結工程は、Ｔ≧ＴG－５０Ｋの範囲、好ましく
はＴ≧ＴG－３０Ｋの範囲、好ましくはＴG－１５Ｋ≦Ｔ≦ＴG＋５Ｋの範囲にある焼結温
度Ｔで行うことを特徴とする、請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記固－液分離工程の後に、コンパウンド化工程を、好適には２スクリュー式コンパウ
ンド装置で、任意でさらなる添加剤を添加して行い、ここでさらなる添加剤は好適には、
（メタ）アクリレートベースの（コ）ポリマー、特に顆粒状のＰＭＭＡ成形材料、紫外線
安定剤パッケージ、滑剤、着色剤、好ましくは透明な着色のための着色剤、加工助剤、酸
化防止剤、及び安定剤から成る群から選択されていることを特徴とする、請求項１から８
までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記固－液分離工程と、コンパウンド化工程との間に、乾燥工程、及び／又は稠密化工
程を行うことを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　粉末の形態の製品を製造することを特徴とする、請求項１から１０までのいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１から１１までのいずれか１項に記載の方法を使用することを特徴とする、半製
品、成形材料、又は成形体を製造するための方法。
【請求項１３】
　前記半製品、成形材料、又は成形体は透明であることを特徴とする、請求項１２に記載
の方法。
【請求項１４】
　凍結工程、及び固－液分離工程を有する、水性ポリマー分散液のための連続的又は半連
続的な凍結凝集法において、方法生成物の光学的な品質を改善するため、特にヘイズ値を
改善するための、
・水及び／又は水蒸気を添加する工程
の使用であって、ここで、好適には請求項１から１１までのいずれか１項に記載の方法に
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おいて、水及び／又は水蒸気の添加は、凍結工程と固－液分離工程との間に行う、前記使
用。
【請求項１５】
　請求項１から１１までのいずれか１項に記載の方法により製造された粉末。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の粉末を含有する成形材料。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の成形材料を含有する、又は該成形材料から成る成形体であって、好
適には透明である、前記成形体。
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